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　去る11月６日に第２回目となるライフ研修会

を開催しました。

　第１回目は「食材へのこだわりと環境へのこ

だわり」ということで北海道ワーカーズ・コレ

クティブの中瀬さんに講師をお願いしました。

これはライフの事業に関連することから、研修

を行っていこうとして始めたものです。ライフ

では食材の販売と食堂、喫茶部門もありますか

ら安全な国産・道産野菜についてのお話や、何

気なく使っている「石けん」についても何故使

うのか、どうやって使うのかといったお話をし

ていただき、担当している事業所にとっては仕

事をする上で非常に役に立ったと思います。

　第２回目は雑誌などの企画や編集などのお仕

事をされているゴッツォ株式会社代表取締役社

長の宿田牧夫さんをお招きして「人と出会う愉

しさ、コミュニケーションについて」～編集し

て表現する愉しさ～と題してお話をしていただ

きました。

　人とコミュニケーションをする上で「傾聴」

が大切だとい

うお話から始

まりました。

ともすれば、

自分の意見を

先に言いたく

なるものです

が、相手の話

をきちんと聞くことから、始まるというもので

した。その上で欠かすことが出来ないのが、

「開かれた質問」というものでした。一方的な

質問で、回答が

「はい」、「いい

え」で終わらせる

ものではなく、相

手の考えを引き出

す質問の仕方があ

るというものでし

た。私たちは、つ

いつい相手のこと

を考えずに、質問

する側が自分の考

え方を押し付けが

ちですが、相手の

気持ちをうまく引き出すことは、日常的にも

使っている手法だと気づきました。

　また、「製品」は作り手が満足するもので、

お客様に満足していただくものは「商品」なん

だというお話にも気づかされました。私たちの

仕事は自己満足になっていないか、本当にお客

様とコミュニケーションをとって商品を提供し

ているかと考えさせられました。

　そして、どうせ仕事をするなら、やはり愉し

くやるということにも。

　気づかされることが本当にたくさんありまし

た。宿田さんありがとうございました。（我妻）

「人と出会う愉しさ、
コミュニケーションについて」

「人と出会う愉しさ、
コミュニケーションについて」

「人と出会う愉しさ、
コミュニケーションについて」

NPOライフ研修会 Vol 02

ゴッツォ株式会社
代表取締役社長 宿田牧夫さん
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　去る10月16日に札幌ホテルヤマチにおいて
ライフ設立20周年祝賀会を約200名の方々と
一緒にお祝いしました。
　祝賀会を実施するにあたっては、社会福祉法
人札幌この実会専務理事の加藤孝さん、株式会
社特殊衣料代表取締役社長の池田啓子さん、
DPI北海道ブロック会議議長の西村正樹さんが
発起人を務めてくださり、具体的な実働部隊と
してライフのスタッフやメンバー、ともども
ネットのメンバーが務めました。
　当日の司会進行役として札幌テレビ放送
（STV）の元アナウンサーで、現在はフリーで
お仕事をされている宇都宮庸子さんの進行でス
タート。宇都宮さんは「サンデー九」という地
元北海道ではお馴染みだった福祉番組で、坂本
九さんと一緒にキャスターを務められていた方
で、今回もそういったことがご縁となりまし
た。
　祝賀会のスタートは、ライフの各事業所を
DVDにまとめた「障害者ワープロフロアーか
らNPOライフの今、そして…」を上映すると
ころからスタート。編集もなかなか良かったと
これも好評。ライフのこれまでの歴史と現在の
様子がうまくまとめられていました。
　その後に発起人代表の加藤さんが気さくにラ
イフの進めてきたことと、ご自分の進めてきた
脱施設の取り組みなど、これからの福祉の在り
方についてお話をされました。

　その後に上田文雄札幌市長と深澤理事長、石
澤専務理事によるてい談「誇りを持って生きる
札幌発の障害者など困難を抱える人の就労支
援」を行いました。深澤理事長からは、「ライ
フはこれまで障害者の就労場として活動をして
きたが、障害者だけではなく失業された方やシ
ングルマザーやシングルファザーなどの社会的
な困難や課題を抱えている方々も包括する社会
的事業所として活動しなければいけない」とし
て社会的事業所の必要性を提起。ライフがその
役割を担っていくことも宣言しました。それら
を受ける形で、上田市長もこれまでの取り組み
を紹介しながら、札幌市の取り組みとして社会
的事業所が重要であることをお話されていまし
た。今後に期待ができそうです。
　てい談の終了時には、ライフたねやの島さん
とライフもじやの岩崎さんから上田市長へ感謝
を込めて花束と市長の好物である大福が贈られ
ました。
　この社会的
事業に関する
ことでは、前
日に札幌エル
プラザで行わ
れた共同連の
マラソントー
クにおいても、社会的事業所の実践と役割につ
いて議論が行われ、今後も社会的事業所の議論
を重ねることと、周知を図ることなども話がさ
れました。
　もちろん、このマラソントークに発言者とし
てお越しいただいた名古屋のわっぱの会理事長
の斎藤縣三さん、大阪で社会的企業としてお仕
事をされている株式会社ナイスの冨田一孝さ
ん、熊本学園大学教授の花田昌宣さん、北海道
ワーカーズ・コレクティブ連絡協議会代表の嶋
明美さんにも参加をいただきました。社会的事
業所の議論については今後も行いますので、ど
うぞご注目ください。
　てい談の後にやっと乾杯です。乾杯の音頭は

『ライフ20周年祝賀会』開催報告 VOL 2

「20周年祝賀会を終えて」「20周年祝賀会を終えて」
理  事　我 妻 　武
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社会福祉法人草の実会平岸の里施設長の宇井文
雄さんが、ライフの取り組みの評価と今後も一
緒に頑張りましょうということで乾杯。会場に
いた方々は、やっと会食となりましたが、始
まったのもつかの間。ご来賓の挨拶を６人の
方々からいただきました。
　まずは長年ライフの活動を応援してくださっ
ている衆議院議長の横路孝弘さん。以前に取材
でお世話になった衆議院議員の徳永エリさん。
日頃から一緒に活動を行っている社会福祉法人
HOP理事長の竹田保さん。北海道障がい者条
例を作り上げる取り組みでお世話になった北海
道保健福祉部障害福祉局長の中野孝浩さん。さ
らに長年障害者事業所運動を一緒になってきた
共同連事務局長の斎藤縣三さんや、障害者福祉

の取り組みなどでやり取り
をさせていただいている衆
議院議員の山崎まやさんと
いった皆さんから心温まる
ご挨拶をいただきました。
　当日は多くのご来賓の
方々にもお越しいただきま
したが、お名前だけの紹介
となりました。

 衆議院議員 　工藤仁美さん代理
  秘書　小桧山秀昭さん
 元参議院議員　 峰崎　直樹さん
 衆議院議員　 松木　謙公さん代理
  秘書　伊藤　賢良さん
 北海道議会議員　 小林　郁子さん
 北海道議会議員　 佐野　法充さん
 北海道議会議員　 林　　大記さん
 北海道議会議員　 広田まゆみさん
 北海道議会議員　 道下　大樹さん
 札幌市議会議員　 伊藤理智子さん
 札幌市議会議員　 伊藤　牧子さん
 札幌市議会議員　 猪熊　輝夫さん
 札幌市議会議員 大嶋　　薫さん
 札幌市議会議員　 小倉奈緒子さん
 札幌市議会議員　 小野　正美さん
 札幌市議会議員　 佐藤　典子さん
 札幌市議会議員　 村松　正海さん
 札幌市議会議員　 涌井　国夫さん
 千歳市議会議員　 村上　洋子さん
 前札幌市議会議員　 藤川　雅司さん
 元札幌市議会議員　 山口　たかさん

　ご来賓の紹介後には長年ライフが仕事などで
お世話になっている琴似商店街、民主党札幌、
菊地珈琲の方々に深沢理事長から感謝状と記念
品が贈呈されました。その後にはテーブルス
ピーチで数名の方からお話をいただきました。
　最後はスタッフ、メンバーが少し緊張しなが
ら、起立してお礼を述べ、お開きはライフメン
バー、スタッフが仮装をして「ええじゃない
か」を叫びながら踊るという余興で盛会のうち
に終了しました。
　今回の祝賀会は、日頃応援いただいている
方々に感謝することが趣旨でしたが、改めて多
くの方々の応援をいただいているということを
実感する場でもありました。
　ライフの目標はたくさんあります。その目標
が達成できるようにやらなければならないこと
もたくさんあります。どうぞ引き続きご支援と
ご協力をお願いいたします。

社会福祉法人HOP
理事長 竹田保さん
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　去る10月19日にJICA（独立行政法人国際協
力機構）による「中央アジア地域・障害者のメ
インストリーミング及びエンパワーメント促進
研修」に参加された研修生の方々が見学でライ
フを訪れました。
　この研修による見学は、JICA札幌が実施し
たもので、研修実施機関（コーディネーター）
としてDPI北海道ブロック会議がプログラムや
日程調整などを行い、札幌市内の障害者や関係
者による講義や見学などの一環で行われまし

た。
　今回の研修にはカ
ザフスタン、キルギ
スタン、タジキスタ
ン、トルクメニスタ
ンの４か国の国々か
ら８名（うち介助者
1名）の方が参加さ
れましたが、それぞ
れの国で活動をされ
ている団体の組織と

運動を強化するために、日本の障害者運動の歴
史や現状、また活動を進める手法などについて
知ってもらい、自国の活動に役立ててもらうと
いうものです。
　もちろん研修は日本側が一方的に伝えるので
はなく、研修に来られた方々の国の状況もレ
ポートとして、こちらで受け入れをする障害者
団体にも伝えていただくということなども行い
ながら、双方向でやり取りがされました。
　ライフに見学に来られた方々は、仕事内容や
運営に興味を持たれたのか、工賃の話や運営資
金などについて盛んに質問をいただきました。
中にはライフで使っていた機材を自国に持ち帰

りたいと冗談半分（本気半分）でおっしゃる方
もいました。お話を伺うと、研修員の中には自
国で障害者が働く事業所の運営に関わっている
方も多かったようです。お聞きすると、それぞ
れの国での運営は大変とのことでした。
　ライフでは、普段は海外からのお客様がい
らっしゃることがなかなかないので、メンバー
たちも興味津々でした。中には一生懸命に英語
で自己紹介を試みる方がいて、和気あいあいと
した雰囲気になりましたし、見学された方々に
とっては、障害の種別を超えて一緒に仕事をし
ていくことは刺激になったようです。改めて直
に接して交流する大切さを知りました。
　中央アジア諸国は、旧ソ連に属していた国々
であったことから、どちらかといえば政府にお
任せ的な色彩も強かったようですが、最近は障
害者団体も声を上げて社会の意識変革をしよう
と動きつつあるようです。
　そういった意味からも北海道では障害当事者
が主体として運動に関わり、仕組みを作り上げ
てきたことをお伝えすることができたのではな
いかと思っています。

ＪＩＣＡ 研修生見学

独立行政法人国際協力機構（こくさいきょうりょくきこう、英語表記：Japan International Coop-
eration Agency、略称JICA（ジャイカ））は、独立行政法人国際協力機構法（2002年 [平成14年] 
法律第136号）に基づいて、2003年10月1日に設立された独立行政法人で、開発途上地域等の
経済及び社会の開発若しくは復興又は経済の安定に寄与することを通じて、国際協力の促進並び
に我が国及び国際経済社会の健全な発展に資することを目的とする。

理  事　我 妻 　武
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理　事

アウトソーシングセンター

元気ジョブ
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TEL : 011-669-3810

FAX : 011-669-3808

西区西町北７丁目１-５ 斎藤ビル１階

☆ ☆
ぜひご連絡下さい!!

私達にできる仕事がありましたら

きばりやができて４年が経って

織本　亜哉子

　2006年10月にきばりやが設立されて４年が経ち

ました。おおぞら、フロアー、ひだまりから障害

者スタッフ６人と常勤スタッフ、新任スタッフで

始まりました。最初は、箱折りの仕事やシート折

りや全逓折り、帯にシール貼り、ポスティングな

どの仕事があり、時々仕事がない時もありました。

　冬のポスティングは滑らないように気をつけて

やるのが大変でした。今はなれてきました。でも

坂のポスティングは大変です。今は、８人で頑張っ

てやっています。

 ４年間で色々常勤スタッフが代わりながらやっ

てきました。これからも、きばりやでは色々な仕

事が入ると思います。みんなで力を出し合って頑

張っていきたいと思います。

 ４年はあっという間に経ってしまった感じがし

ます。みんなと仲良く、できないところは手伝っ

てあげて、助け合いながらやっていきたいです。

 今月から12月まではポスティングの仕事が主な

仕事だと思います。２人で組んでポスティングを

頑張っていきたい。 

 雪が降ってくると、私は今以上にポスティング

が滑らないかどうか気をつけてやらなくてはいけ

ないので大変です。一番大変なのは、これから寒

くなってきてから大変です。これからもきばりや

で頑張っていきたいです。

あっという間に４年が経って

真光　和徳

　きばりやを立ち上げてから、４年が経ちました。

１日の流れが分かってきて、日々が本当にあっと

いう間に過ぎていく今日この頃です。

 ぼくはというと、「慣れてきたかなぁ」と思いつ

つも楽しく仕事をしています。

 Cafe　de　キバリヤより 

　秋は足早に通り過ぎてしまいました。
これから、長い冬の到来です。今にも
雪が舞い落ちそうな空を見上げて、ワ
クワクしているのは誰かしら?
　これから５月までは雪の生活となり
ますが、同じ時を過ごすなら、楽しま
なきゃ損！ニット帽、手袋、冬ブーツ
…準備万端ととのえて、雪を迎えましょ
う。カフェでは寒さにまけない、あっ
たかメニュー
を用意して、
お待ちして
います。

仕事について
濱中　孝仁

　きばりやで僕は３年経ちました。仕事にたくさ

んのポスティングが雪降る時でもいつまでも頑張っ

て、仕事を最後まで岡田さんと僕と為井さんに新

しくチラシがみんなでたくさんの仕事をほしいで

す。一生懸命一緒にやってもうれしく、仕事のJP

に丁合が終わるように頑張ります。

今年一年振り返って
山本　滋基

　今年の５月で、エルプラザは３周年になりまし

た。

　ぼくは、昔から年に１回熱が出ていましたが、

今は１年以上熱が出てなくて、休まず仕事に行っ

てます。

　たまに失敗して注意される

時もありますが、みんなやさ

しいので楽しく毎日、元気に

がんばってます。お客さんへ

の言葉づかいも何回か注意されました。気をつけ

たいです。元気で４周年をむかえたいです。

〜夢〜
岡田　悟

　歳をとったらカフェをしたいです。そんな儲け

なくても良いのですが、近くの畑でとれた野菜や

果物を使ったメニューを提供し、常連さんと長話

をしながら、ゆっくり時間を過ごす。そんなカフェ

が良いです。そして、やっぱり健康一番！！その

時まで趣味のバドミントンもしていたいですし…
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まず、どんなことが必要なのか・・。

 今まで施設生活をしていた方、高齢になった家族と生活をしている方、いろ

んな境遇の中で生活をしていた方たちへ、どんな重度の障がいを持っていて

も自立することは不可能ではないことを簡単に説明させてください。

これから自立し一人暮らしをしたい方へ

 一人暮らしをするときには区役所でさまざまな手続きが必要になりますが、各自の生活上

での条件を中心に、僕自身も施設からでて生活をしているので、経験を生かしてサポートし

ていけると思いますので、気軽にご相談ください。一緒に考えていきましょう！！

　最後に新たに新生活をスタートさせるメンバーの文章を紹介します。 (佐々木　泰彦）

初めての自立
岩崎　佑司

　11月末より、西野の山奥から琴似という都会？

で一人暮らしを始めました。

　本格的な一人暮らしは初めてで、正直なと

ころ期待と不安が半々といった感じです。

　ここから先は、何故一人暮らしをしようと思っ

たのかを書きます。

　えっと〜三つぐら

いきっかけがありま

した。一番最初のきっ

かけは、今現在もじ

やに毎日通っている

んですが、片道約一

時間の道程を雨の日

も、風の日も、雪の日も、通ってくるのは正直

しんどいと思ったのが一番初めです。二番目の

きっかけとして、弟たちがそれぞれ、一人暮ら

しをしはじめようとした、というのが二番目で

した。最後は、ただ単に、いい年なんだし、い

い加減親ばなれをしようかなという理由が半分

で、もう半分は単なる好奇心からでした。

　今回の一人暮らしに向け、人生の諸先輩方に、

苦労話をはじめ、様々なことを聞いたりしまし

た。ヘルパーステーション繭結の所長の佐々木

さんには、どういった福祉制度が利用できるの

か？ということの相談にのってもらい、たねや

の岡林さんには、一人暮らしの難しさというも

のを教えてもらいました。

 これから車椅子使用者にとっては、本当にい

やな季節になりますが、今回実家を出る決断を

したのは、今のところ間違いではないと思いま

す。

　これからの人生がもっと明るくなるように頑

張っていきたいと思います。

※ 生活費は月約１２万〜１４万程度必要と思われます。

㈰ 住みたい地域を決める。

㈪ 障害年金だけでは生活が困難の場合不足分は、手続きも考慮する。

㈫ 生活面でのサポートとしてホームヘルパーの手続きをする。
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　最後に新たに新生活をスタートさせるメンバーの文章を紹介します。 (佐々木　泰彦）

初めての自立
岩崎　佑司

　11月末より、西野の山奥から琴似という都会？

で一人暮らしを始めました。

　本格的な一人暮らしは初めてで、正直なと

ころ期待と不安が半々といった感じです。

　ここから先は、何故一人暮らしをしようと思っ

たのかを書きます。

　えっと〜三つぐら

いきっかけがありま

した。一番最初のきっ

かけは、今現在もじ

やに毎日通っている

んですが、片道約一

時間の道程を雨の日

も、風の日も、雪の日も、通ってくるのは正直

しんどいと思ったのが一番初めです。二番目の

きっかけとして、弟たちがそれぞれ、一人暮ら

しをしはじめようとした、というのが二番目で

した。最後は、ただ単に、いい年なんだし、い

い加減親ばなれをしようかなという理由が半分

で、もう半分は単なる好奇心からでした。

　今回の一人暮らしに向け、人生の諸先輩方に、

苦労話をはじめ、様々なことを聞いたりしまし

た。ヘルパーステーション繭結の所長の佐々木

さんには、どういった福祉制度が利用できるの

か？ということの相談にのってもらい、たねや

の岡林さんには、一人暮らしの難しさというも

のを教えてもらいました。

 これから車椅子使用者にとっては、本当にい

やな季節になりますが、今回実家を出る決断を

したのは、今のところ間違いではないと思いま

す。

　これからの人生がもっと明るくなるように頑

張っていきたいと思います。

※ 生活費は月約１２万〜１４万程度必要と思われます。

㈰ 住みたい地域を決める。

㈪ 障害年金だけでは生活が困難の場合不足分は、手続きも考慮する。

㈫ 生活面でのサポートとしてホームヘルパーの手続きをする。
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http://npolife.net/http://npolife.net/

（月）（月）

札幌市西区琴似２条５丁目３－５マンションMOMO１F札幌市西区琴似２条５丁目３－５マンションMOMO１F
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編集後記
　今年は慌しい一年で、気がつくと年末です。あれ
これと事業に追われていると本当に早いものです。
ライフがスローガンとして掲げている障害のある人
も、失業やシングルマザー・ファザーなど社会的に
困難を抱えている人たちが一緒に働く場としての
「社会的事業所」についても、ひろく議論をしなが
ら具体的に進めていかなければいけないと感じてい
るところです。現実的な問題としてはお歳暮や年賀
状の販売を頑張らないといけませんが、少々苦戦気
味です。どうぞ皆さま方、よろしくお願いいたしま
す。さあ、もうひと踏ん張りです。（たけ）

　　アドボケイト　霜月号（第120号）

ＨＳＫ通信1973年１月13日第３種郵便物認可
2010年11月10日発行（毎月10日発行）通巻第464号

〒063-0812 札幌市西区琴似２条５丁目３-５マンションモモ１Ｆ

編集人/ＮＰＯ法人札幌・障害者活動支援センターライフ
事務局長　我妻　武

TEL 011-614-1873　FAX 011-613-9323

発行人/北海道身体障害者団体定期刊行物協会
細川　久美子

〒063-0868 札幌市西区八軒８条東５丁目４-18

Ｅ-mail　npolife@beach.ocn.ne.jp
ホームページ  http://npolife.net/
郵便振替口座  02710-4-63485

ご協力ありがとうございますご協力ありがとうございます

横路　由美子様　賛同会費

匿名希望　様寄付金

アドボケ購読料 今井　孝子様　　上田　めぐみ様
藤田　綾子様　　菱沼　美江子様
連合北海道夕張地区連合会 照井　正之様

　中島みゆきを語る言葉はあるのだろうか。

2007年のアルバム「I Love You答えてくれ」

の収録曲「ボディ・トーク」で

…伝われ 伝われ 身体づたいに この心

言葉なんて迫力がない 言葉なんて なんて弱いのだろう…

と歌う。この歌は言葉への片思い悲恋、打ち捨

てるほど強く抱いた愛の未練、である。また同

アルバム「惜しみなく愛の言葉を」は、

…もしも私の愛の言葉の あらん限りを君に贈れば　

もう明日から言葉も尽きて 私は愛に置き去りかしら

　心を尽くす愛の言葉を捧げた後には、愛は底

を尽いてしまうのか。すべての愛を注ぎ込む

と、愛は朽ち果ててしまうのか。それでもな

お、愛は生まれ落ちるか。

…惜しみなく愛の言葉を　君に捧ぐ今日も明日も

惜しみなく愛の言葉を 君に捧ぐあらん限りに

　11月６日のニトリ文化会館。18時から始

まった中島みゆきコンサートツアー2010はア

ンコール曲「悪女」で最高調となり、「私と同じ

時代に生まれてく

れてありがとう」

の言葉で幕は閉じ

た。最後の挨拶は

同アルバムの「一

期一会」からきて

いる。

…忘れないよ遠く離

れても　短い日々も　

浅い縁も

忘れないで私のこと

より あなたの笑顔を 忘れないで

中島みゆきを語る言葉はあるのだろうか。

「Nobody　Is　Right」でリフレインする

…正しさは…道具じゃない…

Nobody Is Right　正しさは　Nobody Is Right　道具じゃない

語る言葉があるとすれば、

中島みゆき　2007年製作アルバム「Ｉ Ｌove 

You　答えてくれ」が雄弁に語っている。

ヘルパーセンター繭結  笠井　衛二
私の
オス
スメ

私の
オス
スメ

「Ｉ Ｌove You　答えてくれ」

定価（税込）：3,150円

お詫びと訂正
　アドボケイト神無月号(第119号-５頁)～『札幌市三丁目食堂事件』の尋問を傍聴して～の文中で
「2009年10月20日告発され、逃亡中の元経営者が不起訴になったことに対し、障害者支援団体と
被害者4人は検察審査会に審査の申し立てを行った。」とありましたが、被害者4人ではなく、個人
がの誤りでした。訂正させていただきますとともにお詫び申し上げます。
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特定非営利活動法人 札幌・障害者活動支援センターライフ
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しも  つき

　去る11月６日に第２回目となるライフ研修会

を開催しました。

　第１回目は「食材へのこだわりと環境へのこ

だわり」ということで北海道ワーカーズ・コレ

クティブの中瀬さんに講師をお願いしました。

これはライフの事業に関連することから、研修

を行っていこうとして始めたものです。ライフ

では食材の販売と食堂、喫茶部門もありますか

ら安全な国産・道産野菜についてのお話や、何

気なく使っている「石けん」についても何故使

うのか、どうやって使うのかといったお話をし

ていただき、担当している事業所にとっては仕

事をする上で非常に役に立ったと思います。

　第２回目は雑誌などの企画や編集などのお仕

事をされているゴッツォ株式会社代表取締役社

長の宿田牧夫さんをお招きして「人と出会う愉

しさ、コミュニケーションについて」～編集し

て表現する愉しさ～と題してお話をしていただ

きました。

　人とコミュニケーションをする上で「傾聴」

が大切だとい

うお話から始

まりました。

ともすれば、

自分の意見を

先に言いたく

なるものです

が、相手の話

をきちんと聞くことから、始まるというもので

した。その上で欠かすことが出来ないのが、

「開かれた質問」というものでした。一方的な

質問で、回答が

「はい」、「いい

え」で終わらせる

ものではなく、相

手の考えを引き出

す質問の仕方があ

るというものでし

た。私たちは、つ

いつい相手のこと

を考えずに、質問

する側が自分の考

え方を押し付けが

ちですが、相手の

気持ちをうまく引き出すことは、日常的にも

使っている手法だと気づきました。

　また、「製品」は作り手が満足するもので、

お客様に満足していただくものは「商品」なん

だというお話にも気づかされました。私たちの

仕事は自己満足になっていないか、本当にお客

様とコミュニケーションをとって商品を提供し

ているかと考えさせられました。

　そして、どうせ仕事をするなら、やはり愉し

くやるということにも。

　気づかされることが本当にたくさんありまし

た。宿田さんありがとうございました。（我妻）

「人と出会う愉しさ、
コミュニケーションについて」

「人と出会う愉しさ、
コミュニケーションについて」

「人と出会う愉しさ、
コミュニケーションについて」

NPOライフ研修会 Vol 02

ゴッツォ株式会社
代表取締役社長 宿田牧夫さん
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